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ジェンダーの神話、③国家の介入である（山田 1994: 64-76）。 
 まず①愛情イデオロギーとは、「家族の責任を負担すること＝愛情表現」というイデオロギ
ー（７）であり、安定のために「家族であれば愛情が自然と湧くはずだ」というイデオロギーを要










































































表４ 「自由記述にみる男性の自立・女性の自立」（14）  回答者数（％）出典：福島（1995:98) 
 


















合  計 39(60.94) 34(56.0） 
身辺 
自立 

























































合  計 13(20.31) 5( 7.81) 
 
図２ 「男性・女性の自立している条件と性役割期待」（福島（1995: 100）をもとに作成) 
 










































































































































(５) この点については、山田（1994: 57-64）を参照。 
(６) この点については、山田（1994: 54-57）を参照。 
(７) この点については、山田（1994: 65-67）を参照。 
(８) 三つ目の装置③国家の介入については、山田（1994: 72-76）を参照。 
(９) 浅野千恵によると、「女であること」と「人間であること（主体的に生きること）」は、対立するものと
する社会的意味付けがある。両者を捨てずに生きていこうとするところに、すでに摂食障害の契機が存在




(11) 加藤・高木の「青年期における自己概念の特質と発達的傾向」（『心理学研究』51(5): 279-282, 1980）
によると、女子は「親への依存性」が必ずしも独立への障害とはならず、心理的安定と関係している。 















(17) これについては、信田（[1996]2001, [1998]2000, 1999, 2000, 2002a）、斎藤（1995）などを参照。 








化される（上野 1995: 13）。これにより人間像にバイアスが生じる。 
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